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旅た
び

壇だ
ん

具ぐ

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
秋
に
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
室
戸
は
、

何
万
年
も
の
時
空
の
中
で
自
然
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
地
形
・
地
質
が
、
目

の
前
に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
室
戸
の
風

景
を
平
安
時
代
の
宗
教
家
で
あ
る
空
海

が
、「
法
性
の
室
戸
と
い
へ
ど
我
が
住

め
ば

有
為
の
波
風
よ
せ
ぬ
日
ぞ
な

き
」（
新
勅
撰
和
歌
集
）
と
詠
ん
で
い

ま
す
。
空
海
が
若
き
こ
ろ
修
行
し
た
室

戸
に
は
、
空
海
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た

金
剛
頂
寺
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
重
要
文

化
財
７
点
を
は
じ
め
、
多
数
の
宝
物
が

現
存
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
そ
の
金
剛
頂
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
旅
壇
具
で
あ
り
ま
す
。
旅
壇
具
と

は
、密
教
法
具
（
寺
院
で
使
用
す
る
道
具
）

を
携
帯
用
に
小
型
化
し
た
も
の
で
、
壇
箱

の
中
は
３
個
の
箱
で
仕
切
ら
れ
、
修
法
に

必
要
な
道
具
を
全
て
納
め
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。修
法
時
に
は
、

写
真
の
よ
う
に
火
舎
・
六
器
・
飯
食
器
・

灑
水
器
・
塗
香
器
・
金
剛
盤
・
五
鈷
鈴
・

五
鈷
杵
な
ど
の
法
具
を
壇
箱
の
上
に
配
置

し
、
左
右
に
燈
盞
を
備
え
た
燈
架
を
立
て

て
用
い
ら
れ
ま
す
。
壇
箱
は
や
や
年
代
が

下
が
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
法
具
類

の
多
く
は
銅
鋳
製
挽
物
仕
上
げ
に
鍍
金
を

施
し
て
お
り
、
平
安
時
代
後
期
の
旅
壇
具

と
し
て
は
わ
が
国
唯
一
の
遺
品
で
あ
り
ま

す
。（

金
剛
頂
寺
霊
宝
館　

坂
井
智
空
）

土
佐
の
文
化
財

ContEntS

◀旅
たび

壇
だん

具
ぐ

平安時代　国重要文化財
金銅製　壇箱高 24.8㎝ 幅 40.4㎝ 奥行 27.1㎝
金剛頂寺所蔵（高知県室戸市）
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Ｉ
Ｐ
Ｍ
と
は
、Integrated Pest M

anagem
ent 

の
略
で
、「
総
合
的
有
害
生
物
管
理
」
の
意
で
す
。
資

料
を
適
切
な
環
境
で
保
存
・
保
管
す
る
こ
と
は
、
博

物
館
等
の
主
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
夏
季
に
高
温

多
湿
の
気
候
が
続
く
日
本
で
は
、
カ
ビ
や
害
虫
に
よ

る
被
害
へ
の
対
策
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　

以
前
は
、
薬
剤
を
気
化
し
た
ガ
ス
を
用
い
た
燻
蒸

に
よ
る
害
虫
駆
除
や
防
カ
ビ
・
殺
菌
が
、
主
な
対
策

と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
ガ
ス
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
臭
化
メ

チ
ル
が
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
と
し
て
規
制

の
対
象
に
な
り
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年

以
降
、
日
本
を
含
む
先
進
国
で
は
生
産
・
使

用
が
全
廃
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
日
本
の
生
物
被
害
対
策
は

Ｉ
Ｐ
Ｍ
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
。
薬
剤
の
使

用
を
最
小
限
に
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
様
々

な
手
法
を
効
果
的
に
併
用
す
る
こ
と
で
、
資

料
の
あ
る
場
所
に
文
化
財
害
虫
が
い
な
い
、

ま
た
カ
ビ
に
よ
る
目
に
見
え
る
被
害
が
な
い

レ
ベ
ル
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
日
常
で
の
清
掃
や
空
調
管
理
な
ど
の
環
境

対
策
や
、
こ
ま
め
な
点
検
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
曝
涼
（
虫
干

し
）
は
、
古
く
は
奈
良
時
代
よ
り
、
正
倉
院
で
宝
物

の
曝
涼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。

風
を
通
し
て
湿
気
を
抜
く
だ
け
で
な
く
虫
や
カ
ビ
の

被
害
を
受
け
て
い
な
い
か
の
点
検
の
意
味
を
持
っ
て

お
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
の
基
本
が
１
０
０
０
年
以
上
も
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�

（
香
美
市
立
吉
井
勇
記
念
館　

柳
瀬
美
紀
）

文化の言葉

随想

文
化
財
Ｉ
Ｐ
Ｍ

文
化
財
Ｉ
Ｐ
Ｍ

　

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
度
か
ら
高
知

市
立
市
民
図
書
館
長
と
な
り
、
県
市
合
築

図
書
館
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
。
文

化
施
設
の
立
ち
上
げ
は
高
知
市
立
自
由
民

権
記
念
館
、
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る

ぽ
ー
と
に
続
き
３
度
目
に
な
る
。
な
お
、

分
館
で
あ
る
下
知
市
民
図
書
館
も
建
築
中

で
あ
る
。

　

博
物
館
的
に
は
、
自
由
民
権
記
念
館
、

か
る
ぽ
ー
と
内
の
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が

館
、
新
図
書
館
の
5
階
に
設
置
す
る
こ
ど

も
科
学
館
（
仮
称
）
に
携
わ
る
こ
と
と
な

り
、
新
図
書
館
の
貴
重
書
庫
の
設
計
も
関

係
す
る
。
3
度
目
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
が
あ
り
手
探
り
感
は
い
な
め
な

い
。

　

戦
後
多
く
の
地
方
都
市
で
は
文
化
施
設

も
再
出
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
高
知
に

お
い
て
も
先
発
し
た
の
は
図
書
館
と
公
民

館
で
あ
っ
た
。
高
知
市
立
市
民
図
書
館
の

開
館
は
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
。
高
知

県
立
図
書
館
は
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年

臨
時
再
開
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
開

館
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
期
に
入
る

と
文
化
へ
の
要
望
が
強
ま
り
、
昭
和
44

（
１
９
６
９
）
年
高
知
県
立
郷
土
文
化
会

館
が
開
館
。
こ
れ
が
高
知
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館
･
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
、
高

知
県
立
美
術
館
･
平
成
５
（
１
９
９
３
）

年
、
そ
し
て
建
物
を
転
用
し
て
高
知
県
立

文
学
館
・
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
に
発

展
し
た
。

　

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
が
開
館
し

た
の
は
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
、
幡
多

郷
土
資
料
館
（
現
･
四
万
十
市
立
郷
土
資

料
館
）
や
安
芸
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
な

ど
は
先
輩
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
高
知
県

立
坂
本
龍
馬
記
念
館
、
高
知
県
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
･
平
成
３
（
１
９
９
１
）

年
、
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
･
平
成
７

（
１
９
９
５
）
年
、
香
北
町
立
や
な
せ
た

か
し
記
念
館
（
現
･
香
美
市
立
や
な
せ
た

か
し
記
念
館
）･
平
成
８（
１
９
９
６
）年
、

春
野
町
立
郷
土
資
料
館
（
現
･
高
知
市
春

野
郷
土
資
料
館
）
･
平
成
10
（
１
９
９
８
）

年
、
香
美
市
立
吉
井
勇
記
念
館
･
平
成
15

（
２
０
０
３
）
年
な
ど
な
ど
、
そ
し
て
、

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
県
の
新
資
料

館
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
県
市
新

図
書
館
・
こ
ど
も
科
学
館
の
開
館
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
み
て
く
る
と
、
公
文
書
館
が
い
ま

だ
に
存
在
し
な
い
こ
と
に
引
っ
掛
か
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い
つ
の
間
に
か
、
高

知
県
内
に
も
個
性
的
な
文
化
施
設
が
多
彩

な
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
は
現
場
職
員
の
交
流
も

そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
る
が
、平
成
8
（
１
９
９
６
）
年
「
四

国
地
区
歴
史
系
学
芸
員
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

交
流
集
会
（
現
･
四
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研

究
会
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
あ
た
り
か
ら

機
運
が
出
は
じ
め
、「
ま
ず
は
『
お
客
』
だ
」

と
い
う
こ
と
で
、
マ
ス
コ
ミ
や
大
学
人
に

も
声
を
か
け
、
大
忘
年
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
時
初
対
面
の
人
も
多
く
印
象
深
い
思

い
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
度

の
「
山
内
一
豊
入
国
四
〇
〇
年
共
同
企

画
」
が
高
く
評
価
さ
れ
、
高
知
県
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
度
文
化
施
設
人
材
育
成

事
業
に
お
い
て
、設
立
検
討
会
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
県
内
3
ヶ
所
の
意
見
交
換
会
等

を
経
て
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
3
月
5

日
に
発
足
し
た
。（「
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
検
討
会
報
告
書
」）

文
化
施
設
の
活
力
は
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
力

量
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
わ
け
だ
が
、

予
算
的
に
も
人
数
的
に
も
、
単
館
で
は
何

か
と
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
ま
た
、
震
災
・
津
波
か
ら
収
蔵

資
料
、
地
域
資
料
を
い
か
に
守
っ
て
い
く

か
、と
い
う
大
き
い
課
題
も
目
前
で
あ
る
。

こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

よ
う
な
「『
連
携
と
対
話
』
を
合
言
葉
に
、

県
内
の
文
化
活
動
活
性
化
」
に
取
り
組
む

組
織
の
存
在
意
義
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
。

「
連
携
と
対
話
」
へ
の
期
待

高
知
市
立
市
民
図
書

館
長　

筒
井
　
秀
一
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安
芸
市
立
書
道
美
術
館
は
、
今
年
で
開
館
30
年
を
迎
え
ま
す
。

　

安
芸
は
、
川
谷
横
雲
、
尚
亭
、
手
島
右
卿
な
ど
優
れ
た
書
家
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
書

道
の
盛
ん
な
こ
の
地
に
、
昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
、
先
人
書
家
の
顕
彰
と
書
道
振
興
の
た
め
、
全

国
初
の
公
立
書
道
美
術
館
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
近
現
代
の
書
を
中
心
に
１
６
０
０
点
余
り

の
作
品
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。　

書
道
美
術
館
で
は
、
常
設
展
示
の
ほ
か
、
書
道
振
興
の
た
め
の
活
動

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
開
館
の
翌
年
か
ら
開
催
し
今
年
で
30
回
目

と
な
る
全
国
公
募
の
「
安
芸
全
国
書
展
」、
書
道
文
化
を
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
た
め
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
安
芸
全

国
書
展
高
校
生
大
会
」、２
年
に
１
回
開
か
れ
る「
高
知
連
合
選
抜
書
展
」

な
ど
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
も
書
家
の
方
々
に
は
広
く
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
に
は
、「
開
館
30
周
年
記
念
所
蔵
作
品
展
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
書
道
美
術
館
設
立
の
初
心
を
忘
れ
ず
、
よ
り
多
く
の
方
々
に

書
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
美
術
館
と
な
る
よ
う
、
一
層
の
工
夫

と
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
（
安
芸
市
立
書
道
美
術
館　

小
林
和
香
）

　

市
立
郷
土
資
料
館
は
、昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
に
「
幡
多
郷
土
資
料
館
」
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
４
月
10
日
に
四
万
十
市
発
足
に
伴
い
「
四
万
十
市
立
郷
土
資
料
館
」
と
改

称
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
建
物
は
、
戦
国
時
代
初
期
の
様
式
を
も
っ
た
愛
知
県
の
犬
山
城
を

モ
デ
ル
と
し
て
建
築
し
ま
し
た
。
土
佐
藩
初
代
藩
主
山
内
一
豊
の
弟
、
康
豊
の
居
城
で
あ
っ
た
中
村

城
城
址
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
で
も
指
折
り
の
桜
の
名
所
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
る
「
為
松

公
園
」
の
中
に
あ
り
、
天
守
閣
（
展
望
台
）
か
ら
の
眺
望
は
す
ば
ら
し
く
四
万
十
川
、
東
山
を
は
じ

め
と
し
市
街
を
一
望
で
き
ま
す
。

　

収
蔵
資
料
は
幡
多
郷
土
資
料
館
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
の
で
、
幡
多
一
円
に
わ
た
り
幅
広
く
自
然

考
古
歴
史
芸
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
―
今
を
遡
る
こ
と
約
５
０
０
年
の
昔
に
、
応
仁
の
乱
の
戦
火
を
避
け
て
京
か
ら
下
向
し
、

中
村
を
開
き
整
備
し
た
前
の
関
白
一
條
教
房
及
び
土
佐
一
條
家
に
ま
つ
わ
る
書
画
な
ど
。

　

全
国
で
も
四
天
王
寺
、
法
隆
寺
な
ど
わ
ず
か
に
四
振
を
確
認
す
る
の
み
と
い
う
『
七
星
剣
』。

　

坂
本
龍
馬
が
世
に
出
る
こ
と
を
早
く
か
ら
見
抜
い
て
い
た
人
物
と
し
て
近
年
非
常
に
注
目
さ
れ
て

い
る
幕
末
勤
皇
の
志
士
「
樋
口
真
吉
」
の
日
記
「
遣ケ

ン

倦ケ
ン

録ロ
ク

」
と
詩
画
帳
「
南ナ

ン

溟メ
イ

詩シ

画ガ

帳チ
ョ
ウ

」
が
あ
り
ま
す
。

詩
画
帳
に
由
来
す
る
中
岡
慎
太
郎
の
漢
詩
（
龍
馬
と
共
に
暗
殺
さ
れ
た
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
の

作
と
思
わ
れ
る
）
も
一
緒
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
代
史
の
中
で
は
特
別
な
位
置
を
占
め
る
―
明
治
を
代
表
す
る
社
会
主
義
者
で
あ
り
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
著
名
な
幸
徳
秋
水
（
最
期
は
、
捏
造
さ
れ
た
大
逆
事
件
の
首
謀
者
と
し

て
処
刑
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
も
、
貴
重
な
資
料
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�

（
四
万
十
市
立
郷
土
資
料
館　

小
野
雅
也
）

安
芸
市
立
書
道
美
術
館

四
万
十
市
立
郷
土
資
料
館

　

香
南
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
「
山
北
み
か
ん
」
で
知
ら
れ
る
香
我
美
町
山
北
に
開
館
し
た
の
は
平

成
21
（
２
０
０
９
）
年
４
月
、
今
か
ら
３
年
前
の
こ
と
で
す
。
旧
山
北
保
育
園
の
園
舎
を
そ
の
ま
ま

再
生
、
館
内
に
は
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
や
石
器
、
香
南
５
ヶ
町
村
が
収
集
し
た
民
具
な

ど
が
所
せ
ま
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。
資
料
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
手
作
り
感
に
あ
ふ
れ
、
大
昔
の
遺
物
に

直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク
ワ
ク
す
る
空
間
で
す
。

　

仕
事
の
中
心
は
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
す
が
、
民
具
や
民
俗
資
料
な

ど
市
内
の
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
も
当
セ

ン
タ
ー
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　

平
日
と
第
４
日
曜
日
が
入
館
無
料
の
公
開
日
。
遺
跡
説
明
会
や
映

像
公
開
・
土
器
づ
く
り
・
勾
玉
づ
く
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
出
前
講

座
を
企
画
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
の
が
悩
み
の
種
。
そ
れ
で
も
、
少
し

ず
つ
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
冬
場
に
は
、
昔
の
く
ら
し

を
学
ぼ
う
と
市
内
の
小
学
３
年
生
が
足
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
も
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
未
来
へ
と
文
化
を
担
っ
て
い
く
主
役
と
な
る
子

ど
も
た
ち
に
、
少
し
で
も
「
文
化
」
を
リ
レ
ー
で
き
れ
ば
…
…
。

　

香
南
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

�

（
香
南
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

松
村
信
博
）

香
南
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

高
知
県
西
南
端
に
あ
る
柏
島
は
周
囲
3.9
㎞
、
人
口
約
５
０
０
人
が
住
む
小
さ

な
島
で
す
が
、
現
在
は
２
本
の
橋
で
結
ば
れ
て
お
り
半
島
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
柏
島
の
海
は
南
か
ら
の
澄
ん
だ
暖
流
黒
潮
と
、
瀬
戸
内
海
か
ら
豊
後
水

道
を
南
下
し
て
く
る
栄
養
豊
富
な
水
と
が
混
じ
り
合
う
こ
と
で
、
日
本
有
数
の

サ
ン
ゴ
群
集
が
広
が
り
、
多
種
多
様
な
海
洋
生
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
生
息
す
る
魚
類
は
１
０
０
０
種
を
超
え
、
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黒
潮
実
感
セ
ン
タ
ー
は
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
に
当
時
の

柏
島
中
学
校
（
平
成
13
年
廃
校
）
の
空
き
教
室
に
設
立
準
備
室
を
立
ち
上
げ
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）

年
に
Ｎ
Ｐ
О
法
人
黒
潮
実
感
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
柏
島
の
豊
か
な

自
然
環
境
だ
け
で
な
く
、そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
暮
ら
し
も
含
め
て
、「
島
が
丸
ご
と
博
物
館
」
と
捉
え
、

１
、
自
然
を
実
感
す
る
取
り
組
み
、
２
、
自
然
を
活
か
し
た
暮
ら
し
作
り
の
お
手
伝
い
、
３
、
自
然

と
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
里
海
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
“
人
が
海
か
ら
の
豊
か
な
恵
み
を
一
方
的
に
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
も
ま
た
海
を
耕
し
、
育
み
、

守
る
。”
こ
れ
が
私
た
ち
が
提
唱
し
た
「
里
海
」
の
考
え
方
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
地
域
住
民
や
研
究
者
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
働
で
行
い
、
島
を
拠
点
に

環
境
保
全
・
環
境
教
育
、
調
査
研
究
な
ど
海
に
関
す
る
活
動
や
情
報
を
発
信
し
、
そ
れ
ら
を
元
に
地

域
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

�

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黒
潮
実
感
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

神
田 

優
）

黒
潮
実
感
セ
ン
タ
ー
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こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
以
下
、
こ
う
ち
ネ
ッ
ト
）
で
は
人
文
系
文

化
施
設
を
中
心
に
、
世
代
交
代
や
家
屋
の
解

体
、
災
害
等
、
様
々
な
原
因
で
散
逸
・
消
滅

の
危
険
に
あ
る
民
間
所
在
の
歴
史
資
料
の
現

状
に
危
機
感
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
そ
の
保
存
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
東
日
本
を
襲
っ
た
今
回
の
未
曾
有

の
災
害
。
地
震
に
よ
る
津
波
は
、
多
く
の
人

命
と
財
産
を
奪
う
と
と
も
に
、
地
域
の
共
有

財
産
で
あ
る
歴
史
資
料
に
も
甚
大
な
被
害
を

与
え
ま
し
た
。
近
い
将
来
南
海
地
震
が
起
こ

る
と
さ
れ
る
高
知
県
で
資
料
保
存
に
携
わ
る

私
た
ち
は
、
こ
の
惨
状
に
衝
撃
を
受
け
、
同

時
に
冒
頭
の
歴
史
資
料
の
保
存
問
題
を
、
こ

れ
ま
で
の
「
議
論
」
か
ら
一
刻
も
早
く
「
行

動
」
に
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

強
く
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

◆
研
修
会
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
古
文
書
を

守
る
！　

―
史
料
保
全
の
現
場
か
ら
―
」

　
（
開
催
日
／
８
月
５
日
）
の
意
義

高
知
県
で
は
、
民
間
所
在
の
歴
史
資
料
の

位
置
づ
け
や
保
存
に
対
す
る
各
関
係
機
関
の

意
識
は
一
様
で
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
今
回
企
画
し
た
研
修
会
は
、
こ

の
問
題
を
共
有
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て

意
義
深
い
も
の
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

研
修
会
は
、
宮
城
県
を
中
心
に
被
災
資
料

の
救
出
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

宮
城
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以

下
、宮
城
ネ
ッ
ト
）
の
理
事
長
平
川
新
氏
（
東

北
大
学
教
授
）
を
講
師
に
迎
え
、
宮
城
ネ
ッ

ト
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
救
出
活
動
の
現
状

を
通
じ
て
、
災
害
が
起
こ
る
前
の
資
料
保
存

の
重
要
性
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宮
城
ネ
ッ
ト
は
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）

年
の
宮
城
県
北
部
地
震
を
契
機
に
発
足
、
そ

の
時
の
反
省
か
ら
次
の
災
害
に
備
え
迅
速
に

救
出
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
と
、
民
間
の

資
料
所
在
情
報
の
把
握
に
努
め
て
き
ま
し

た
。「
宮
城
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
調
査

方
法
は
、
所
在
リ
ス
ト
の
抽
出
か
ら
実
際
の

調
査
に
至
る
手
順
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
も

の
で
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
旧

家
４
２
５
件
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
。今

回
の
震
災
で
は
、
長
年
蓄
積
し
て
き
た

調
査
デ
ー
タ
と
、
調
査
を
通
じ
て
地
道
に
築

い
て
き
た
所
蔵
者
や
自
治
体
職
員
ら
と
の
信

頼
関
係
に
よ
っ
て
、
円
滑
に
救
出
活
動
が
展

開
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

一
方
で
広
域
に
及
ん
だ
被
害
は
、
大
量
の

被
災
資
料
を
生
み
、
救
出
資
料
の
保
管
場
所

の
確
保
、
保
存
処
置
後
の
資
料
の
処
遇
等
、

多
く
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

震
災
の
教
訓
を
活
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う

平
川
氏
の
報
告
は
、
災
害
に
備
え
私
た
ち
が

今
後
何
を
す
る
べ
き
か
と
い
う
様
々
な
ヒ
ン

ト
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
災
害
に
備
え
た
資
料
保
存
の
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み

災
害
に
備
え
た
資
料
保
存
を
考
え
て
い
く

上
で
現
在
の
高
知
県
で
は
、
大
き
く
二
つ
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
地
域
や
民
間
で
継
承
さ
れ
て

き
た
歴
史
資
料
が
ど
こ
に
ど
の
位
残
さ
れ
て

い
る
の
か
、
そ
の
概
要
さ
え
全
県
的
に
把
握

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

二
つ
目
は
、
災
害
時
、
高
知
県
全
体
で
組
織

的
に
被
災
資
料
の
救
出
活
動
を
行
う
体
制
が

ほ
と
ん
ど
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

の
二
つ
の
課
題
を
考
え
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、
こ
う
ち
ネ
ッ
ト
の
役
割
は
大
き
い

と
い
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
行
政
が
保
護

の
対
象
と
す
る
指
定
品
を
中
心
と
し
た
文
化

財
以
外
の
資
料
保
存
の
受
け
皿
と
し
て
の
役

割
と
、
も
う
一
つ
は
災
害
時
に
現
地
で
被
災

資
料
の
救
出
活
動
に
あ
た
る
実
働
部
隊
と
し

て
の
役
割
で
す
。
ま
た
今
回
の
震
災
の
よ
う

に
、
災
害
時
に
は
県
外
か
ら
文
化
財
に
係
わ

る
団
体
や
学
会
等
が
救
援
に
駆
け
つ
け
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
孤
立
が
予
想
さ
れ
る
郡

部
の
自
治
体
や
文
化
施
設
等
の
現
場
職
員
と

県
外
の
専
門
家
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て

の
役
割
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
ま
ず
取
り
組
む
べ

き
こ
と
は
、
地
域
の
民
間
資
料
を
含
め
た
幅

広
い
歴
史
資
料
の
所
在
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
情
報
を
集
約
、
関
係
機
関
の
中
で
共
有
を

図
る
こ
と
で
す
。
資
料
所
在
情
報
が
整
理
で

き
れ
ば
、
地
域
ご
と
に
文
化
財
の
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
そ
し
て
最
終
的
に
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

災
害
時
に
お
け
る
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
高
知
県
全
体
で
構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
当
然
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち

だ
け
で
容
易
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
高
知
県
・
各
市
町
村
・
所
蔵
者
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

今
こ
う
ち
ネ
ッ
ト
で
は
、
そ
の
取
り
組
み

の
第
一
歩
と
し
て
、
自
治
体
が
現
在
管
理
・

把
握
し
て
い
る
歴
史
資
料
の
所
在
と
、
そ
の

保
存
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
各
自
治
体
の

文
化
財
担
当
課
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の
調
査

で
得
た
情
報
を
基
礎
に
、
さ
ら
に
地
域
の
実

情
に
即
し
た
形
で
の
精
度
の
高
い
所
在
調
査

と
、
窓
口
と
な
る
自
治
体
職
員
と
の
関
係
構

築
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。地

域
で
紡
い
で
き
た
歴
史
や
文
化
を
災
害

に
よ
っ
て
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
各

関
係
機
関
・
団
体
の
積
極
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館　

田
井
東
浩
平
）

南
海
地
震
に
備
え
た
高
知
県

の
資
料
保
存
に
向
け
て

石
巻
市
門
脇
・
本
間
家
資
料
レ
ス
キ
ュ
ー

撮
影
・
斎
藤
秀
一

／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
歴
史
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
提
供
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日
時
：
平
成
23
年
12
月
13
日

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

場
所
：
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

講
師
：
岡
本　

眞

（
高
知
大
学
研
究
部
自
然
科
学
系
理
学
部
門
教
授
）

　

か
ね
て
よ
り
本
県
で
は
、
近
い
う
ち
に

起
き
る
と
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
に
備
え
、

様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な
被
害
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
今
ま
で
の
地
震
に
対
す

る
認
識
や
そ
の
備
え
に
つ
い
て
、
大
幅
に
見

直
す
必
要
が
出
て
き
た
。

　

そ
こ
で
本
研
修
会
は
、
高
知
大
学
教
授
で

地
震
地
質
学
者
の
岡
村
眞
氏
を
お
迎
え
し

て
、南
海
地
震
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
で
、

ど
の
よ
う
な
被
害
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う

基
礎
的
な
こ
と
を
、
最
新
の
情
報
を
踏
ま
え

て
学
び
、
各
館
の
防
災
対
策
に
活
か
そ
う
と

企
画
さ
れ
た
。

　

南
海
地
震
に
つ
い
て
は
、
想
定
震
源
域
は

高
知
県
平
野
部
を
覆
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
昨

年
末
に
は
そ
の
範
囲
を
拡
大
、
地
震
の
規

模
も
東
日
本
大
震
災
と
同
規
模
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9.0
に
引
き
上
げ
る
中
間
報
告
が
発

表
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
新
し
い
情
報
を
交
え

て
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
は
揺
れ
の
範
囲
や
規

模
だ
け
で
な
く
、
津
波
の
高
さ
の
想
定
も
拡

大
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
私
た
ち
は
「
震
源

域
の
真
上
に
住
ん
で
い
る
」
と
い
う
こ
と
、

「
１
分
以
上
の
強
い
揺
れ
の
後
に
必
ず
津
波

が
来
る
」
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ま
た
東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
へ
の
聞
き

取
り
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。
あ
る
会
社

で
は
揺
れ
の
後
、
上
司
が
床
に
散
乱
し
た
物

の
整
理
を
し
始
め
、
部
下
も
そ
れ
に
倣
っ
た

た
め
に
津
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ
た
事
例
を

は
じ
め
、「
前
回
起
こ
っ
た
地
震
で
は
大
丈

夫
だ
っ
た
」
と
い
う
理
由
か
ら
避
難
せ
ず
に

津
波
の
被
害
に
あ
っ
た
方
が
非
常
に
多
か
っ

た
と
い
う
。
大
人
は
自
分
の
経
験
を
上
回
る

こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
、
な
ん
と
か
「
や
ら

な
く
て
い
い
（
＝
逃
げ
な
く
て
い
い
）」
理

由
を
探
す
と
い
う
習
性
を
理
解
し
た
う
え

で
、「
他
の
人
や
今
ま
で
の
経
験
に
命
を
預

け
な
い
」
と
心
得
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
所
か
ら

お
客
様
が
訪
れ
る
。周
囲
の
地
形
は
お
ろ
か
、

避
難
経
路
も
わ
か
ら
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
だ

ろ
う
。
津
波
の
到
達
時
間
が
早
い
沿
岸
部
の

施
設
は
特
に
、
お
客
様
を
誘
導
す
る
私
た
ち

職
員
の
判
断
の
速
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後

次
々
と
発
表
さ
れ
る
新
し
い
情
報
に
注
意
し

つ
つ
、
い
か
に
早
く
避
難
で
き
る
か
対
策
・

訓
練
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�

（
絵
金
蔵　

蔵
長　

横
田
恵
）

南
海
地
震
に
備
え
る
 
―
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
被
害
―

研 修 会

日
時
：
平
成
24
年
２
月
14
日　

15
時
～
17
時

場
所
：
山
内
会
館

講
師
：
松
下
正
和

（
近
大
姫
路
大
学
教
育
学
部
講
師
、

歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
）

河
野
未
央

（
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
嘱
託
職
員
、

歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
個
人
運
営
委
員
）

　

水
害
に
よ
る
資
料
の
被
災
は
、
近
く
発
生

す
る
と
い
わ
れ
る
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
を

は
じ
め
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
な

ど
、
本
県
で
も
身
近
に
起
こ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
自
然
災
害
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き

な
い
。

　

本
研
修
会
で
は
、
阪
神
大
震
災
で
被
災
し

た
歴
史
資
料
の
保
全
を
契
機
に
発
足
し
、
昨

年
の
東
日
本
大
震
災
で
も
被
災
資
料
の
救
出

活
動
に
あ
た
ら
れ
た
、歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
松
下
正
和
氏
と
河
野
未
央
氏
を
お
招
き

し
て
、
水
損
資
料
の
対
処
方
法
や
応
急
処
置

に
関
す
る
知
識
と
技
術
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

ま
ず
松
下
氏
よ
り
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
、
平
成
7
（
１
９
９
５
）
年
の

発
足
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
資
料
の
救

出
や
後
方
支
援
と
い
っ
た
水
損
保
全
活
動
の

報
告
が
あ
り
、
活
動
に
あ
た
っ
て
は
復
興
を

手
伝
う
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
扱
う
資
料
に
つ
い
て
は
民
間
所
在
の

歴
史
資
料
や
未
指
定
文
化
財
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
は
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
歴
史
資
料
で

あ
り
、
か
つ
被
災
地
の
方
々
に
は
身
の
回
り

の
大
切
な
思
い
出
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、

被
災
す
る
前
に
資
料
保
全
を
考
え
る
取
り
組

み
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
な
ど

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
松
下
・
河
野
両
氏
よ
り
、
水
没
し
た

写
真
プ
リ
ン
ト
お
よ
び
ネ
ガ
の
洗
浄
と
、
書

籍
や
書
類
等
乾
燥
方
法
に
つ
い
て
実
演
を
交

え
て
教
わ
っ
た
。
写
真
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て

は
洗
浄
後
に
撮
影
し
て
画
像
を
デ
ー
タ
化
す

る
と
良
い
こ
と
、
書
籍
や
書
類
な
ど
は
土
砂

等
の
汚
れ
を
除
去
し
た
う
え
で
乾
燥
処
理
を

行
う
こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

続
い
て
、
水
濡
れ
文
書
の
乾
燥
処
置
に
つ

い
て
河
野
氏
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
後
、
参
加

者
は
そ
の
処
置
を
実
習
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
・
新
聞
紙
・
マ
ス
ク
・
ゴ
ム
手
袋
等
を

準
備
し
、
水
に
濡
れ
た
文
書
に
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
を
あ
て
、
上
か
ら
押
さ
え
て
吸
水
乾
燥

さ
せ
る
方
法
を
学
ん
だ
。

　

実
習
は
簡
潔
な
処
置
方
法
に
加
え
て
身
近

に
揃
え
る
こ
と
が
可
能
な
道
具
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、非
常
に
実
戦
的
な
作
業
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に

つ
い
て
も
、
被
災
地
の
資
料
を
救
出
す
る
だ

け
で
な
く
、
被
災
者
の
方
々
の
生
活
復
興
や

未
来
に
向
け
た
地
域
創
造
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
を
強
く
受
け
た
。
今
回
学
ん

だ
内
容
を
通
じ
て
、
歴
史
資
料
と
い
う
も
の

が
そ
の
地
域
に
と
っ
て
過
去
と
未
来
と
を
つ

な
ぐ
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。

（
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し
記
念
館　

鈴
木
康
将
）

水
害
に
よ
る
被
災
資
料
の
対
処
方
法
と
応
急
処
置

―
紙
資
料
を
中
心
に
―

ワーク
ショップ
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平
成
23
年
7
月
～
24
年
３
月（
全
９
回
）

　

博
物
館
巡
回
講
座
は
、
今
年
度
が

第
3
回
目
と
な
り
、
7
月
か
ら
毎
月

１
回
、
全
９
回
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
の
２
回
が
『
龍
馬
伝
』
に
絡
め

て
、「
幕
末
維
新
の
土
佐
」
と
い
う
共

通
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今

年
度
は
特
に
共
通
テ
ー
マ
を
定
め
ず
、

様
々
な
分
野
の
話
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

内
容
は
ど
の
回
も

聞
き
応
え
十
分
で
、

非
常
に
面
白
か
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

で
も
良
い
評
価
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
異

分
野
が
連
携
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
視
点
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
点
で
も
あ
る

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
、
高
知
市
立
自

由
民
権
記
念
館
で
は
高
知
市
桜
馬
場
に
所
在

し
た
植
木
枝
盛
旧
邸
の
書
斎
部
分
の
移
築
復

原
工
事
を
お
こ
な
っ
た
。
現
地
保
存
さ
れ
て

い
た
建
造
物
を
既
設
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示

室
内
へ
移
築
す
る
と
い
う
工
事
は
あ
ま
り
類

を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
課
題

も
多
か
っ
た
が
、
一
般
公
開
後
は
館
の
新
た

な
目
玉
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
る
。
な
か

で
も
赤
い
壁
を
は
じ
め
と
す
る
枝
盛
当
時
の

書
斎
の
き
ら
び
や
か
な
姿
は
、
み
る
者
に
イ

ン
パ
ク
ト
を
あ
た
え
て
い
る
。

自
由
民
権
運
動
を
代
表
す
る
思
想
家
で
あ

る
枝
盛
が
、
こ
の
書
斎
を
使
用
し
た
期
間

は
約
10
年
で
あ
る
。
そ
の
間
に
書
斎
で
書

か
れ
た
も
の
と
し
て
有
名
な
の
は
、
明
治

14
（
１
８
８
１
）
年
に
起
草
さ
れ
た
憲
法
草

案
「
東
洋
大
日
本
国
国
憲
案
」
で
あ
る
。
こ

の
憲
法
草
案
は
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
20

（
１
９
４
５
）
年
、
民
間
の
憲
法
研
究
会
が

新
憲
法
制
定
に
さ
き
が
け
て
作
成
し
た
憲
法

草
案
「
憲
法
草
案
要
綱
」
の
参
考
に
供
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
憲
法
草
案
要
綱
」
に

注
目
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
こ
れ
を
新
憲
法
草
案

に
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
枝
盛

の
思
想
は
現
行
の
日
本
国
憲
法
の
な
か
に
生

き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
憲
法
草
案
が

生
ま
れ
た
場
で
あ
る
こ
と
に
こ
の
書
斎
の
歴

史
的
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館　

徳
平
晶
）

植
木
枝
盛
旧
邸
の

書
斎
を
展
示
室
で
再
現

た
め
、
10
月
の
高
知
城
の
講
座
な
ど

は
大
変
面
白
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
場
者
数

は
常
に
15
人
程
度
と
惨
憺
た
る
結
果

だ
っ
た
。
ひ
と
え
に
宣
伝
不
足
で
あ

る
が
、
教
育
普
及
部
会
と
事
務
局
だ

け
で
広
報
を
受
け
持
つ
に
は
限
界
が

あ
っ
た
。
可
能
な
ら
ば
、
全
分
野
か

ら
一
人
ず
つ
出
て
も
ら
っ
て
、
巡
回

講
座
専
門
の
部
会
で
も
作
っ
た
方
が

良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
分
野
が
違
う

と
、
ど
う
い
う
所
に
広
報
を
行
っ
て

良
い
か
が
分
か
ら
ず
、
広
報
を
行
う

機
会
も
少
な
い
。

　

講
師
陣
の
皆
さ
ん
の
内
容
は
非
常

に
面
白
い
だ
け
に
、
や
り
方
を
変
え

て
で
も
何
と
か
存
続
さ
せ
た
い
気
は

す
る
が
、
現
状
で
は
改
善
の
方
向
性

が
見
え
て
こ
な
い
た
め
、
来
年
度
の

開
催
は
見
送
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

（
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

三
浦
夏
樹
）

7月30日㈯　会場：高知市文化プラザかるぽーと
「We love やなせたかし」

田所菜穂子（香美市立やなせたかし記念館）
北　　泰子（香美市立美術館）
森田　歳三（横山隆一記念まんが館）

8月20日㈯　会場：定福寺
「15years in 豊永郷」釣井龍秀（定福寺）
「嶺北の考古学」前田光雄（高知県立埋蔵文化財センター）

9月10日㈯　会場：高知市立龍馬の生まれたまち記念館
「月と海と生き物たち」京谷直喜（高知県立足摺海洋館）
「のいち動物公園の仲間たち」

仲田忠信（高知県立のいち動物公園）
10月15日㈯　会場：高知城

「日本屈指の古い４億年前の岩盤の上に建つ高知城」
安井敏夫（越知町立横倉山自然の森博物館）

「高知城を利用する動物たち」
谷地森秀二（四国自然史科学研究センター）

11月19日㈯　会場：北川村民会館
「武市半平太の手紙を読む②」

野本亮（高知県立歴史民俗資料館）
「禁門の変における土佐勤王党」豊田満広（中岡慎太郎館）

12月３日㈯　会場：高知県立歴史民俗資料館
「高知城下の新年行事」渡部淳（土佐山内家宝物資料館）
「干支と郷土玩具」中村淳子（高知県立歴史民俗資料館）

1月22日㈰　会場：高知県立文学館
「吉井勇と土佐」柳瀬美紀（香美市立吉井勇記念館）
「高知の文学の魅力」北添尚子（高知県立文学館）

2月18日㈯　会場：高知市立自由民権記念館
「絵金が描いた地震」横田恵（絵金蔵）
「寺田寅彦と地震」永橋禎子（高知県立文学館）

3月10日㈯　会場：安芸市立書道美術館
「安芸のおひなさま」門田由紀（安芸市立歴史民俗資料館）
「絵画にみる節句」後藤雅子（高知県立美術館）

活動報告

博
物
館
巡
回
講
座

【
企
画
調
整
部
会
】

・
総　

会　

6
月
8
日
、
3
月
9
日

・
幹
事
会　

4
月
27
日
、
6
月
15
日
、
8
月
18
日
、

　

10
月
11
日
、
2
月
14
日

・
会
報
誌
10
号
編
集

【
研
修
企
画
部
会
】

●
研
修
会　

※
詳
細
は
P
４
・
５
参
照

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
古
文
書
を
守
る
！

―
史
料
保
全
の
現
場
か
ら
―
（
8
月
5
日
）

講　

師
：
平
川　

新
（
Ｎ
Ｐ
О
法
人
宮
城
歴
史
資

料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

会　

場
：
高
知
県
立
文
学
館

・
南
海
地
震
に
備
え
る　

―
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

被
害
―
（
12
月
13
日
）

・
水
害
に
よ
る
被
災
資
料
の
対
処
方
法
と
応
急
処
置

―
紙
資
料
を
中
心
に
―
（
2
月
14
日
）

●
報
告
会

・
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
文
化
施
設
・
文
化
財
の

被
災
と
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
つ
い
て　

―
報
告
と

問
題
提
起
―
（
6
月
8
日
）

報
告
者
：
藤
田
雅
子
（
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
）

　

会　

場
：
高
知
県
立
美
術
館

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

―
リ
ス
ク
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
中
心
に
―
（
１
月
18
日
）

報
告
者
：
田
所
菜
穂
子
（
香
美
市
立
や
な
せ
た
か

　
　
　
　

し
記
念
館
）

会　

場
：
山
内
会
館

●
情
報
交
換
会

・
震
災
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
6
月
8
日
）

●
見
学
会

・
高
知
県
立
美
術
館
の
防
災
対
策
（
6
月
8
日
）

【
教
育
普
及
部
会
】

・
博
物
館
巡
回
講
座

・「
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門
的

職
員
リ
ス
ト
２
０
１
１
」
作
成

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

【
新
入
会
員
︼

・
香
南
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
そ
の
他
︼

・
土
佐
勤
王
党
結
成
150
年
記
念
特
別
企
画

「
土
佐
勤
王
党
展　

時
代
を
変
え
た
若
き
志
士
た
ち
」

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
、
高
知
県
立
歴
史
民

俗
資
料
館
、
高
知
市
立
龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
記

念
館
、
佐
川
町
立
青
山
文
庫
、
中
岡
慎
太
郎
館

二
十
三
年
度
の
活
動
報
告
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め
ぐ
り
」
地
図
は
、
市
原
さ
ん
が
訪
ね
た
高

知
県
内
の
神
仏
の
数
と
御
利
益
の
種
類
の

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
市

原
さ
ん
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
ベ
レ
ー
帽

の
形
の
中
に
数
を
書
き
込
ん
で
い
る
遊
び

心
が
ほ
ん
わ
り
し
た
雰
囲
気
を
作
っ
て
い

ま
す
。
御
利
益
は
縁
結
び
や
病
気
な
ど
６
種

類
に
色
分
け
さ
れ
、
代
表
的
な
神
仏
の
説
明

も
あ
っ
て
見
て
い
て
楽
し
い
パ
ネ
ル
で
す
。

　

実
物
資
料
が
少
な
く
て
も
あ
の
手
こ
の

手
で
来
館
者
を
楽
し
ま
せ
る
技
は
、
文
学
展

示
で
鍛
え
た
文
学
館
な
ら
で
は
。
こ
の
良
く

で
き
た
展
示
を
１
回
限
り
で
終
わ
ら
せ
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
と
、
巡
回
展
が
企
画
さ

れ
ま
し
た
。
既
に
本
山
町
立
大
原
富
枝
文
学

館
や
高
知
市
立
市
民
図
書
館
を
は
じ
め
、
県

内
数
ケ
所
で
の
開
催
が
決
定
し
て
い
る
そ

う
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の

連
携
の
あ
り
方
と
し
て
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

（
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

梅
野
光
興
）

　

多
く
の
観
客
を
動

員
し
話
題
と
な
っ

た
〈
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
０
〉
を

は
じ
め
、
こ
こ
数
年

ア
ー
ト
・
イ
ベ
ン
ト

に
よ
る
地
域
の
活
性

化
事
業
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
現
代

ア
ー
ト
が
持
つ
非
日

常
的
な
面
白
さ
と
、

体
験
型
観
光
の
興
隆

と
が
う
ま
く
結
び
つ

き
、
今
後
も
国
内
各
地
で
「
～
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
」
や
「
～
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
が
開
催
さ
れ
る
そ
う
だ
が
、
自

分
た
ち
の
住
む
場
所
を
ア
ー
ト
の
視

点
で
俯
瞰
し
、こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ

た
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
と
い
う
試

み
は
、
高
知
県
黒
潮
町
の
〈
砂
浜
美

術
館
〉
が
平
成
元
（
１
９
８
９
）
年

の
発
足
当
初
か
ら
提
唱
し
て
い
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

ご
紹
介
す
る
本
書
は
、
美
術
作
家

と
し
て
も
知
ら
れ
る
平
野
真
氏
を
中

心
と
し
た
高
知
工
科
大
学
大
学
院
起

業
家
コ
ー
ス
の
教
員
・
ス
タ
ッ
フ
た

ち
が
、
ア
ー
ト
や
文
化
を
触
媒
と
し

て
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る

高
知
県
内
９
団
体
の
活
動
を
丹
念
に

調
査
し
た
記
録
集
で
あ
る
。〈
砂
浜
美

術
館
〉
や
〈
絵
金
蔵
〉〈
モ
ネ
の
庭
〉

〈
道
の
駅
と
お
わ
〉
等
の
現
場
で
活
躍

す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
肉
声
や
、
資

料
性
の
高
い
数
字
デ
ー
タ
が
多
く
盛

り
込
ま
れ
て
い
て
、
地
域
の
振
興
策

に
日
々
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
自
治
体

職
員
に
は
必
携
の
書
と
い
え
る
よ
う

な
充
実
の
一
冊
で
あ
る
。
カ
チ
カ
チ

の
論
文
集
で
は
な
く
、
県
内
を
横
断

す
る
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
的
な
構
成
が

さ
れ
て
い
る
の
で
、
美
術
に
関
心
が

な
い
方
で
も
紀
行
文
の
よ
う
な
読
後

感
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

　

今
回
再
読
し
て
み
て
、
高
知
県
内

に
高
い
志
を
も
っ
た
人
間
が
こ
れ
だ

け
多
く
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
感
じ

た
と
と
も
に
、
幸
せ
な
住
処
と
い
う

こ
と
を
思
っ
た
。
お
金
が
あ
ろ
う
が

無
か
ろ
う
が
、
オ
シ
ャ
レ
な
都
会
で

あ
ろ
う
が
ド
田
舎
で
あ
ろ
う
が
、
共

に
笑
い
あ
え
る
仲
間
と
家
族
が
い
る

場
所
で
暮
ら
す
こ
と
が
一
番
の
幸
せ

だ
と
思
う
。
モ
ノ
の
物
差
し
か
ら
こ

こ
ろ
の
物
差
し
へ
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ

す
る
き
っ
か
け
を
、
ア
ー
ト
体
験
は

も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
本
書
を
読
み

進
め
て
い
る
う
ち
に
、頁
間
か
ら
「
は

や
く
こ
っ
ち
へ
来
い
よ
」
と
聞
こ
え

た
よ
う
な
気
が
し
た
。

（
高
知
県
立
美
術
館
学
芸
課
チ
ー
フ

�

　

松
本
教
仁
）

「
市い

ち

原は
ら

麟り
ん

一い
ち

郎ろ
う 

よ
み
が
え
れ
土
佐
民
話
展
」
を
観
て

　

市
原
麟
一
郎
さ
ん
は
「
土
佐
民
話
の
会
」

の
主
宰
と
し
て
、
高
知
県
内
の
民
話
や
民
間

信
仰
、
そ
し
て
戦
争
や
災
害
体
験
の
発
掘
・

紹
介
・
普
及
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

本
展
は
、
平
成
23
年
に
市
原
さ
ん
が
卒
寿
を

迎
え
ら
れ
、「
土
佐
民
話
の
会
」
が
創
立
40

周
年
、
代
表
を
務
め
て
お
ら
れ
る
「
文
学
館

語
り
と
紙
芝
居
の
会
」
も
10
周
年
と
い
う
こ

と
で
平
成
23（
２
０
１
１
）年
９
月
17
日（
土
）

か
ら
11
月
13
日
（
日
）
ま
で
県
立
文
学
館
が

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
の
あ
る
２
階
へ
上
が
る
と
、
展
示
室

に
入
る
ま
で
に
お
地
蔵
さ
ん
の
ジ
オ
ラ
マ
、

民
話
お
も
ち
ゃ
、
紙
芝
居
自
転
車
、
市
原
さ

ん
の
書
斎
再
現
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
趣
向
で

気
分
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
入
り
口
正
面
に

は
土
佐
市
中
島
の
力
持
ち
仁
淀
川
次
郎
兵
衛

の
大
き
な
イ
ラ
ス
ト
が
「
よ
う
来
た
の
う
」

と
い
う
感
じ
で
出
迎
え
て
く
れ
て
こ
ち
ら
も

に
っ
こ
り
。

　

市
原
さ
ん
の
お
仕
事
は
膨
大
で
す
が
、
そ

の
中
か
ら
市
原
さ
ん
の
生
い
立
ち
、
高
知
の

神
仏
、
戦
争
体
験
、
お
ど
け
者
、
紙
芝
居
の

５
つ
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
た
く
み
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

民
話
は
基
本
的
に
語
り
の
世
界
な
の
で
、
実

物
資
料
は
、
第
１
部
を
除
く
と
民
話
の
録
音

テ
ー
プ
、
調
査
ノ
ー
ト
、
紙
芝
居
、
本
…
と
ど

う
し
て
も
少
な
め
で
す
。
そ
こ
で
、
南
国
市
稲

生
地
区
の
え
ん
こ
う
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
防
空
壕
ジ

オ
ラ
マ
、
お
ど
け
者
の
イ
ラ
ス
ト
を
ハ
レ
パ
ネ

化
し
た
も
の
等
の
立
体
的
な
も
の
を
要
所
に
配

し
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
型
パ
ネ
ル
に
力
が
入
っ
て
い
ま

す
。
特
に
第
２
部
の
「
高
知
の
神
仏
ご
利
益

展
示
会
批
評

高
知
県
立
文
学
館

土佐アート街道をゆく
－アートによる地域の魅力づくり－

高知工科大学大学院起業家コース 著
2010 年　New York Art 刊／ 1,890 円
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【
高
知
城
】

●
高
知
城
花
回
廊

4
月
6
日（
金
）～
4
月
8
日（
日
）

【
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
】

●
『
龍
馬
と
加
尾
と
収
二
郎
』
展

4
月
1
日（
日
）～
6
月
29
日（
金
）

●
『
吉
田
東
洋
と
開
成
館
』
展

6
月
30
日（
土
）～
9
月
28
日（
金
）

●
『〝
土
佐
藩
探
索
御
用
役
”
が
み
た
幕
末
』
展

9
月
29
日（
土
）～
1
月
11
日（
金
）

【
高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公
園
】

●
地
球
環
境
世
界
児
童
画
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
展

4
月
21
日（
土
）～
5
月
31
日（
木
）

●
第
21
回
の
い
ち
動
物
公
園
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

募
集
：
6
月
1
日（
金
）～
8
月
31
日（
金
）（
予
定
）

展
示
：
9
月
23
日（
日
）～
10
月
28
日（
日
）（
予
定
）

【
高
知
県
立
美
術
館
】

●
特
別
展　

シ
ャ
ガ
ー
ル
・
愛
の
物
語

4
月
8
日（
日
）～
6
月
3
日（
日
）

●
ピ
カ
ソ
・
ダ
リ
と
並
ぶ
ス
ペ
イ
ン
近
代
絵
画
の
巨

匠　

ミ
ロ
展

7
月
21
日（
土
）～
9
月
23
日（
日
）

●
絵
師
・
金
蔵
生
誕
２
０
０
年
記
念　

大
絵
金
展

10
月
28
日（
日
）～
12
月
16
日（
日
）

●
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

華
麗
な
る
侯
爵
家
の
秘
宝

1
月
5
日（
土
）～
3
月
７
日（
木
）

【
高
知
県
立
文
学
館
】

●
宮
尾
登
美
子
の
『
錦
』
と
龍
村
平
藏
の
「
美
」
展

4
月
10
日（
火
）～
5
月
27
日（
日
）

●
川
と
文
学　

6
月
9
日（
土
）～
7
月
16
日（
月・
祝
）

会員一覧
安芸市立書道美術館
安芸市立歴史民俗資料館※

いの町紙の博物館
いの町立吾北中央公民館
絵金蔵
越知町立横倉山自然の森博物館
香美市立美術館
香美市立やなせたかし記念館※

香美市立吉井勇記念館
黒潮実感センター
高知県文化・国際課
高知県文化財団
高知県立足摺海洋館
高知県立坂本龍馬記念館※

高知県立大学総合情報センター図書館
高知県立図書館※

高知県立のいち動物公園
高知県立美術館※

高知県立文学館※

高知県立埋蔵文化財センター
高知県立牧野植物園
高知県立歴史民俗資料館※

高知こどもの図書館
高知市生涯学習課
高知市春野郷土資料館
高知城懐徳館
高知市立市民図書館※

高知市立自由民権記念館※

高知市立龍馬の生まれたまち記念館
香南市文化財センター
ジョン万次郎資料館
子どものための民具体験館
金剛頂寺霊宝館※

佐川町立佐川地質館
佐川町立青山文庫
四国自然史科学研究センター
四万十市立郷土資料館
四万十町立美術館
定福寺土佐豊永万葉植物園
定福寺豊永郷民俗資料館
定福寺宝物館
宿毛市立坂本図書館
宿毛市立宿毛歴史館
須崎市立図書館
竹林寺宝物館
土佐市立市民図書館
土佐山内家宝物資料館※

中岡慎太郎館
中村時計博物館
平和資料館草の家
横山隆一記念まんが館※

龍河洞博物館
龍馬歴史館
わんぱーくこうちアニマルランド

林　一將（古渓城）
個人会員

ネットワーク通信　 第10号

■ 平成24（2012）年３月20日
■ 編　集　こうちミュージアムネットワーク

 企画調整部会
高知市立市民図書館／高知県立坂
本龍馬記念館／高知県立歴史民俗
資料館／横山隆一記念まんが館

■ 事務局　( 財 ) 高知県文化財団
■ 電　話　０８８－８６６－８０１３
■ 印　刷　弘文印刷㈱

〔 〔

※平成23年度
　幹事館

ホームページアドレス　http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/network/konet_home.html
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ベ
ン
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information

『
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
』

休
刊
の
辞

　

こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
平

成
13
（
２
０
０
１
）
年
度
の
「
山
内
一
豊
入
国

四
〇
〇
年
共
同
企
画
」
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
平
成

14
（
２
０
０
２
）
年
度
の
高
知
県
文
化
施
設
人
材

育
成
事
業
に
よ
っ
て
学
芸
員
の
検
討
会
等
を
経
て

平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
３
月
５
日
に
発
足
し
ま

し
た
。
本
通
信
も
、
本
会
の
情
報
交
換
・
広
報
紙

と
し
て
同
年
８
月
に
第
１
号
が
発
刊
、
２
年
目
以

降
は
年
１
回
刊
行
さ
れ
、
本
号
で
10
号
を
迎
え
ま

し
た
。

　

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
度
に
な
り
、
事
務
局

を
担
当
し
活
動
費
を
支
出
し
て
き
た（
財
）高
知
県

文
化
財
団
よ
り
、
公
益
法
人
へ
の
移
行
に
と
も
な

い
、
本
会
の
組
織
や
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
い

く
つ
か
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
議
論
の
結
果
、

臨
時
総
会
で
本
会
の
自
立
運
営
を
決
議
し
ま
し

た
。
当
面
は
寄
附
金
な
ど
を
活
動
経
費
に
あ
て
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
安
定
し
た
財
源
が
期
待
で
き

な
い
た
め
、
こ
の
通
信
も
ひ
と
ま
ず
休
刊
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
通
信
が
休
刊
し
て
も
、
こ
う

ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ま
す
ま
す

活
発
に
事
業
を
行
な
う
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長

　

宅
間
一
之
）

情報コーナー

●
な
ば
た
と
し
た
か
絵
本
原
画
展

　

～
ナ
バ
ー
ラ
ン
ド
へ
よ
う
こ
そ
～

7
月
28
日（
土
）～
9
月
17
日（
月
・
祝
）

●
大
原
富
枝
生
誕
１
０
０
年

　

～
書
く
こ
と
は
生
き
る
こ
と
展

9
月
24
日（
月
）～
11
月
11
日（
日
）

【
高
知
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
】

●
企
画
展
1　

考
古
資
料
か
ら
み
た
高
知
県
の
歴
史

4
月
18
日（
水
）～
6
月
23
日（
土
）

●
四
国
地
区
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
巡
回
展

　

第
4
回
続
・
発
掘
へ
ん
ろ　

四
国
の
古
代　

7
月
2
日（
月
）～
9
月
8
日（
土
）

●
企
画
展
2　

道
路
開
発
で
あ
ら
わ
れ
た
遺
跡
展
Ⅵ

　

南
国
安
芸
道
路
建
設
に
伴
う
発
掘
成
果
か
ら　

9
月
25
日（
火
）～
12
月
1
日（
土
）

●
特
別
展　

古
代
の
祈
り

12
月
17
日（
月
）～
3
月
16
日（
土
）

【
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
】

●
牧
野
富
太
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念　

五
台
山
花

絵
巻
参
の
巻
～
春
の
彩
り
・
花
皿
鉢
～

3
月
3
日（
土
）～
6
月
10
日（
日
）

●
五
台
山
花
絵
巻　

吉
谷
桂
子
プ
レ
ゼ
ン
ツ

　

ラ
デ
ィ
ア
ン
ト　

光
と
風
と
色
彩
の
花
皿
鉢

4
月
4
日（
水
）～
6
月
10
日（
日
）

●
五
台
山
花
絵
巻
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー　

リ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン

4
月
24
日（
火
）～
6
月
10
日（
日
）

●
牧
野
富
太
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
展

　
「
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
の
足
跡
と
今
」

6
月
16
日（
土
）～
9
月
23
日（
日
）

【
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
】

●
蔵
の
な
か
の
民
具
た
ち

4
月
28
日（
土
）～
6
月
10
日（
日
）

●
船
の
お
も
ち
ゃ
図
鑑　

山
﨑
茂
さ
ん
の
郷
土
玩
具

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら　

7
月
20
日（
金
）～
9
月
2
日（
日
）

●
特
別
展　

平
成
24
年
度
高
知
・
岡
山
文
化
交
流
事
業

　

刀　

武
士
の
魂

　
　

五
ヶ
伝
の
名
刀
と
土
佐
ゆ
か
り
の
刀
剣　

10
月
6
日（
土
）～
12
月
23
日（
日
）

【
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
】

●
旅
す
るA

ntique LO
U

IS V
U

IT
T

O
N

展

3
月
10
日（
土
）～
5
月
6
日（
日
）

●
憲
法
発
布
と
錦
絵

4
月
28
日（
土
）～
6
月
10
日（
日
）

【
四
万
十
町
立
美
術
館
】

●
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
（
絵
画
の
部
）

4
月
26
日（
木
）～
5
月
31
日（
木
）

●
市
原
麟
一
郎
展
（
高
知
の
民
話
・
伝
説
）

6
月
8
日（
金
）～
7
月
22
日（
日
）

●
美
馬
須
美
子
デ
ッ
サ
ン
画
展

7
月
28
日（
土
）～
8
月
24
日（
金
）

●
収
蔵
作
品
展

9
月
1
日（
土
）～
10
月
3
日（
水
）

【
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
】

●
武
家
の
理
想
―
山
内
家
伝
来
の
武
器
武
具

3
月
9
日（
金
）～
5
月
7
日（
月
）

●
特
別
展　

輝
く
文
字
・
金
泥
書　

古
代
書
法
の
復
元

―
福
島
久
幸
氏
資
料
寄
贈
記
念
―

5
月
11
日（
金
）～
7
月
9
日（
月
）

【
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館
】

●
黒
潮
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

　

～
ま
ん
が
と
科
学
の
コ
ラ
ボ

7
月
16
日（
月
・
祝
）～
9
月
17
日（
月
・
祝
）

●
横
山
隆
一
・
長
谷
川
町
子
二
人
展　

～
フ
ク
ち
ゃ

ん
と
サ
ザ
エ
さ
ん
の
時
代
～
（
仮
）

9
月
29
日（
土
）～
11
月
25
日（
日
）

※
本
号
に
お
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
の
所
属
・
職
名
は

　

平
成
24
年
3
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。


